
主  な  内  容

◇ 特集「新型コロナウイルス感染症に関する一般会計補正予算」   ２～３

◇ 第２回定例会、第１回、第２回臨時会の概要   ４～５

◇ 一般質問   ６～10

◇ 各委員会   11

◇ 特集「江別市議会基本条例・江別市議会会議規則の一部改正について」   12

障がいのある方のための、点字とＣＤによる「えべつ市議会だより」もあります。

障がい福祉課障がい福祉係☎（011）381-1031詳細

新型コロナウイルス感染防止のため市役所窓口に仕切りを設置

次期定例会の開催予定

●第３回定例会
　９月１日～2₅日
●各委員会
　９月２日～17日
●一般質問
　９月９日～11日

※ 日程は予定になります。
詳しくは議会事務局まで
お問い合わせください。

市議会ホームページ http://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/site/gikai/

　ホームページでは、議案等に対する各議員の賛否の状況や会議録（本会議・各委員会）など、

議会の情報がごらんになれます。

　また、江別市議会フェイスブックでも、議会の最新情報を発信しておりますので、こちらも

ぜひごらんください。

発行　江　別　市　議　会

　　　江別市高砂町６番地

　　　電話011（381）1051

編集　議会広報広聴委員会

印刷　江別印刷業協同組合

令和２年８月１日発行

No.142

　新型コロナウイルスの感染については、予断を許さない状況は続いており、今後も感染への注意が必要

です。第２回定例会と臨時会では、新型コロナウイルス対策に関係する補正予算や条例が審議されました。

一般質問でも、それぞれの議員が取り上げておりますので、どうぞごらんください。
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令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
以
降
、
５

月
15

日
に
第
１
回
臨
時
会
を
、
６
月
５

日
に
第
２
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
臨
時
会
で
は
、
令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
が
、

第
２
回
臨
時
会
で
は
同
じ
く
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
回
定
例
会
で
は
、
初
日

に
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
が
、

さ
ら
に
最
終
日
に
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
が
提
案
さ
れ
、
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
は
多
数
に
よ
り
、

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
は
全

員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
は
、
30

超
に
及
ん
で
お
り
、
そ
の

中
か
ら
主
な
事
業
に
つ
い
て
掲
載
い
た

し
ま
す
。
各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
広
報
え
べ
つ
」
や
市
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
特
別
定
額
給
付
金
は
、
申
請

期
限
が
８
月
11

日
に
迫
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
手
続
の
お
忘
れ
が
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〔2〕えべつ市議会だより　　令和２年８月１日発行
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感染症の発生に備えた市内医療機関等

との協議の場の設置及び継続的な医療

提供体制構築に必要な医療資材の購入

費

〔3〕 えべつ市議会だより　　令和２年８月１日発行

特
集
ペ
ー
ジ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
及
び
第
１
回
、
第
２
回
臨
時
会
の
概
要

議
員
が
市
政
を
た
だ
す 
一

般

質

問

委

員

会

の

ペ

ー

ジ
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〔4〕えべつ市議会だより　　令和２年８月１日発行

　第２回定例会は６月11日から６月25日まで15日間の会

期で開かれました。市特別職の職員の給与の臨時特例に

関する条例の制定などの議案₄1件、諮問２件、意見書案

１件、陳情１件、報告７件を議了したほか、陳情１件に

ついては閉会中の継続審査となりました。

　主な議案の内容についてお知らせします。

　また、新型コロナウイルス感染症対策を早急に実施す

るため、第１回臨時会が５月15日に、第２回臨時会が６

月５日に開催されました。各臨時会に提出された議案

は、５ページのとおりです。

令和２年

第 ２ 回

定 例 会

◎
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
臨
時
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◎
市
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

市
立
病
院
の
経
営
再
建
に
向
け
た
取

り
組
み
を
市
職
員
全
体
の
問
題
と
捉
え
、

市
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
市
立
病
院
の

経
営
再
建
を
後
押
し
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
経
営
再
建
の
集
中
改
革
期

間
中
で
あ
る
令
和
２
年
７
月
か
ら
令
和

５
年
３
月
ま
で
の
間
、
臨
時
特
例
的
に

給
与
を
減
額
し
て
支
給
す
る
た
め
、
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

常
勤
の
特
別
職
の
給
料
月
額
に
つ
い

て
、
市
長
は
₃₀
％
、
副
市
長
は
2₀
％
、

教
育
長
と
水
道
事
業
管
理
者
は
1₀
％
に

相
当
す
る
額
を
削
減
す
る
な
ど
の
特
例

措
置
を
設
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
職
を
除
く
一
般
職
の
管

理
職
員
に
つ
い
て
も
、
給
料
月
額
の
2.₅

％
と
管
理
職
手
当
の
1₀
％
に
相
当
す
る

額
を
削
減
す
る
な
ど
の
特
例
措
置
を
設

け
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
議
案
は
、
多

数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

処
す
る
た
め
の
作
業
に
従
事
し
た
職
員

に
対
し
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
て
防
疫

業
務
手
当
を
支
給
す
る
た
め
に
必
要
な

改
正
を
行
う
も
の
で
、
本
議
案
は
、
全

員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

◇
小
林
正
枝
氏
の
推
薦
を
可
と
答
申

　

◇
一
柳
紳
二
氏
の
推
薦
を
可
と
答
申

◎
教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
任
命

　

◇
黒
川
淳
司
氏
の
任
命
に
同
意

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

◇
林
大
輔
氏
の
再
任
に
同
意

◎
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

浅
野
目
貴
史
氏
、
伊
藤
良
明
氏
、
大

井
川
和
雄
氏
、
工
藤
多
希
子
氏
、
佐
藤

和
人
氏
、
佐
藤
昇
氏
、
清
水
雅
彦
氏
、

田
中
浩
一
氏
、
得
能
謙
二
氏
、
中
島
清

文
氏
、
中
田
和
孝
氏
、
西
純
一
氏
、
長

谷
川
礼
子
氏
、
保
倉
浩
行
氏
、
松
下
博

樹
氏
、
三
好
雄
一
氏
、
百
瀨
誠
記
氏
、

山
口
利
夫
氏
、
山
田
保
彦
氏
、
渡
部
正

廣
氏
の
任
命
に
同
意

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

　

◇
小
林
敏
道
氏
の
再
任
に
同
意

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

給
与
の
独
自
削
減
に
よ
る
減
額
の
ほ

か
、
給
与
の
独
自
削
減
額
を
原
資
と
し

て
病
院
事
業
会
計
に
繰
り
出
す
経
営
再

建
支
援
補
助
金
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
関
連
し
て
支
給

す
る
防
疫
業
務
手
当
の
追
加
な
ど
に
よ

り
、
１
億
8９０
万
３
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
は
、
５７９
億
９
千
６8６
万
２
千
円
に

な
る
も
の
で
、
本
議
案
は
、
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

　

給
与
の
独
自
削
減
に
よ
る
減
額
な
ど

に
よ
り
、
水
道
事
業
は
１
千
3０６
万
３
千

円
を
減
額
し
、
下
水
道
事
業
は
8１６
万
３

条
　
　
　
例

人
　
　
　
事

予
　
　
　
算
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〔5〕 えべつ市議会だより　　令和２年８月１日発行

千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
の

議
案
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

給
与
の
独
自
削
減
に
よ
る
減
額
の
ほ

か
、
医
師
の
招
聘

へ

い

な
ど
に
関
す
る
指

導
・
助
言
を
行
う
顧
問
の
設
置
に
伴
う

報
酬
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
１
千
438
万

６
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
本
議
案

は
、
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
趣
旨
採
択
と
な
っ
た
陳
情

◎
江
別
市
に
５
Ｇ
基
地
局
設
置
規
制
に

関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

河
野
彩
子
氏

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
陳
情

◎
今
後
さ
ら
な
る
交
渉
が
予
定
さ
れ
て

い
る
日
米
自
由
貿
易
協
定
に
対
し
て

慎
重
な
審
議
を
す
る
よ
う
国
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

森
山
直
子
氏

陳
　
　
　
情

そのほか第２回定例会（６月11日～６月25日）に提出された議案

件　　名 議決結果

財産の取得について（大型ホイールローダ（除雪ドーザ）の購入） 原案可決（全員一致）

財産の取得について（災害支援車の購入） 原案可決（全員一致）

財産の取得について（救急自動車の購入） 原案可決（全員一致）

新栄団地公営住宅建替Ｅ棟建築工事請負契約の締結について 原案可決（全員一致）

固定資産評価審査委員会条例の一部改正 原案可決（全員一致）

市税条例等の一部改正 原案可決（全員一致）

都市計画税条例の一部改正 原案可決（全員一致）

国民健康保険税条例の一部改正 原案可決（全員一致）

市議会基本条例の一部改正 原案可決（全員一致）

市議会会議規則の一部改正 原案可決（全員一致）

一般会計補正予算（第４号） 原案可決（全員一致）

地方財政へのさらなる支援を求める意見書 原案可決（全員一致）

一般会計予算繰越明許費の繰越報告について 報告済

株式会社江別振興公社の令和元年度決算に関する書類 報告済

一般財団法人江別市スポーツ振興財団の令和元年度決算に関する書類 報告済

株式会社フラワーテクニカえべつの令和元年度決算に関する書類 報告済

第１回臨時会（５月15日）に提出された議案

件　　名 議決結果

国民健康保険条例の一部改正 原案可決（全員一致）

後期高齢者医療に関する条例の一部改正 原案可決（全員一致）

一般会計補正予算（第１号） 原案可決（全員一致）

国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全員一致）

病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決（全員一致）

専決処分につき承認を求めることについて（市税条例の一部改正） 承認

専決処分につき承認を求めることについて（都市計画税条例の一部改正） 承認

専決処分につき承認を求めることについて（国民健康保険税条例の一部改正） 承認

専決処分につき承認を求めることについて（介護保険条例の一部改正） 承認

第２回臨時会（６月５日）に提出された議案

件　　名 議決結果

介護保険条例の一部改正 原案可決（全員一致）

一般会計補正予算（第２号） 原案可決（全員一致）

国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決（全員一致）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全員一致）

介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決（全員一致）

特
集
ペ
ー
ジ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
及
び
第
１
回
、
第
２
回
臨
時
会
の
概
要

議
員
が
市
政
を
た
だ
す 

一

般

質

問

委

員

会

の

ペ

ー

ジ
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〔6〕えべつ市議会だより　　令和２年８月１日発行

※今定例会では、13人の議員が一般質問を行い

ました。

　誌面の都合上、各議員が行った質問の中から、

１人２項目を要約してお伝えいたします。

議員が市政をただす

一般質問

▼

市
立
病
院
で
の
院
内
感
染
対
策

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
感
染
管
理
の
今
後

の
展
望
は
。

答
弁　

市
立
病
院
で
は
、
入
院
患
者
へ
の
原
則
面
会
禁
止
や

来
院
者
へ
の
検
温
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
て
お
り
、

発
熱
症
状
の
あ
る
患
者
は
別
の
ス
ペ
ー
ス
へ
案
内
し
、
他
の

患
者
等
と
の
接
触
を
減
ら
す
な
ど
、
可
能
な
限
り
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
厚
労
省
の
通
知
に
基
づ
き
、

定
期
通
院
患
者
に
対
す
る
電
話
で
の
診
療
や
院
外
処
方
箋
発

行
に
も
対
応
し
、
安
全
・
安
心
な
医
療
体
制
の
構
築
に
努
め

て
い
る
。

　

今
後
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
等
の
新
た
な
診
療
方
法
の
導

入
な
ど
、
病
院
全
体
の
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼

地
域
医
療
連
携
の
あ
り
方

質
問　

江
別
市
介
護
保
険
施
設
感
染
症
対
応
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
動
を
踏
ま
え
、
地
域
医
療
連
携
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
近
隣
自
治
体
の
介
護
施
設
等

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
集
団
感
染
が
相
次
い
だ
こ
と

か
ら
、
そ
の
備
え
と
し
て
、
市
と
介
護
事
業
者
と
の
連
携
や

介
護
事
業
者
間
に
お
け
る
協
力
体
制
の
強
化
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
本
年
５
月
に
発
足
し
た
も
の
で
、
12
施
設
が
参
加
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
感
染
症
対
応
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

る
。

　

今
後
は
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
課
題

等
に
つ
い
て
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
関
係
者
に
よ
る
江
別
市

医
療
介
護
連
携
推
進
協
議
会
に
情
報
提
供
し
、
課
題
解
決
に

向
け
、
議
論
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

自
民
ク
ラ
ブ

芳
賀　

理
己　

議
員

▼

生
活
保
護
制
度
の
周
知
の
徹
底

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
で
は
、
生
活
保
護

が
必
要
な
方
に
広
く
情
報
を
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
弁　

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
生
活
保
護
制
度
の
概
要
な

ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
る
方
な
ど
の
自
立
支
援
の
た
め
の
相
談
窓
口
「
く

ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
え
べ
つ
」
を
江
別
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
設
置
し
て
お
り
、
必
要
な
方
に
適
切
な
支

援
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
連
携
に
努
め
、
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　

今
後
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
置
場
所
を
ふ
や
す
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
な
ど
広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

▼

臨
時
休
校
の
長
期
化
に
よ
る
子
供
の
心
身
の
ケ
ア

質
問　

長
期
に
わ
た
る
休
校
で
、
心
身
と
も
に
不
安
定
に
な

っ
て
い
る
子
供
た
ち
の
ケ
ア
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
弁　

臨
時
休
校
中
は
、
非
常
時
の
子
供
の
心
の
動
き
や
保

護
者
の
対
応
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
保
護
者

に
メ
ー
ル
等
で
送
付
し
た
ほ
か
、
電
話
で
の
状
態
確
認
に
努

め
て
き
た
。
ま
た
、
学
校
再
開
に
向
け
た
準
備
と
し
て
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
講
師
と
し
た
教
職
員
研
修

な
ど
を
開
催
し
、
学
校
再
開
後
に
は
、
学
級
担
任
や
養
護
教

諭
が
中
心
と
な
り
、
児
童
生
徒
を
き
め
細
か
く
見
守
り
、
必

要
に
応
じ
て
、
健
康
相
談
の
実
施
等
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　

引
き
続
き
、
保
護
者
と
連
携
し
て
対
応
す
る
な
ど
、
児
童

生
徒
へ
の
心
身
の
ケ
ア
の
充
実
に
努
め
た
い
。

日
本
共
産
党
議
員
団

佐
藤　

美
佐
子　

議
員

　

こ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
避
難
所

の
あ
り
方
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
対
す
る
誹
謗
中
傷

の
予
防

質
問　

医
療
従
事
者
や
感
染
し
た
方
の
不
利
益
に
な
ら
な
い

よ
う
、
誹
謗
中
傷
の
防
止
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

医
療
従
事
者
や
感
染
し
た
方
へ
の
誹
謗
中
傷
は
、
未

知
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
不
安
が
一
因
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
不

安
解
消
の
た
め
に
は
、
正
し
い
情
報
を
提
供
し
、
正
し
く
行
動

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
市
は
、
引
き

続
き
市
民
の
皆
様
に
感
染
予
防
の
取
り
組
み
を
お
願
い
す
る

ほ
か
、
誹
謗
中
傷
に
つ
な
が
る
差
別
や
偏
見
が
生
じ
な
い
よ

う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
に
つ
い

て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
新
た
に
作
成
し
て
配
布
す
る
な
ど
、

正
し
い
理
解
を
し
て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

▼

完
治
後
の
ケ
ア
を
含
め
た
対
応

質
問　

誰
も
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
可
能
性
が
あ

る
中
、
感
染
を
理
由
に
企
業
や
学
校
で
不
利
益
を
感
じ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。
市
は
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁　

国
の
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
の
中
で
、
感

染
者
等
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
に
基
づ
く
差
別
を
行
わ
な
い

こ
と
の
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
学
校
に
関
し

て
は
、
文
科
省
か
ら
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
差

別
や
偏
見
の
防
止
な
ど
、
生
徒
指
導
上
の
配
慮
を
要
請
し
て

い
る
。

　

市
で
は
、
企
業
や
学
校
な
ど
の
関
係
機
関
に
向
け
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
配
布
す
る
な
ど
、
よ
り
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

民
主
・
市
民
の
会

稲
守　

耕
司　

議
員

　

こ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
防
災
の

あ
り
方
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

▼

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
臨
時
休
校
の
考
え
方

質
問　

感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
市
が
独
自
で
休
業
等
の
判

断
を
す
る
場
面
が
ふ
え
る
と
思
う
が
、
臨
時
休
校
の
考
え
方

は
。

答
弁　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
に
、
文
科
省
か
ら
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
通
知
さ
れ
、
臨
時
休
校
を
行
う
場
合
の
考
え
方
や
留

意
点
等
が
示
さ
れ
た
。
市
教
委
で
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
従
い
、
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
道
教
委
や

保
健
所
か
ら
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
臨
時
休
校
等
の
必
要

な
措
置
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
臨
時
休
校
を
行
う
場
合
の
判
断
基
準
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
保
護
者
等
に
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

▼

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
学
校
や
保
育
施
設

が
休
業
に
な
る
な
ど
の
緊
急
時
に
、
保
護
者
が
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
は
。

答
弁　

教
育
・
保
育
施
設
の
休
業
時
に
お
け
る
子
供
の
預
け

先
と
し
て
、
保
育
所
で
は
一
時
預
か
り
事
業
が
あ
る
ほ
か
、

事
前
登
録
が
必
要
だ
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
や

緊
急
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
よ
る
児
童
の
預
か

り
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
て
い
る
。

　

今
後
、
再
び
学
校
の
臨
時
休
校
等
の
措
置
が
な
さ
れ
る
ケ

ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

事
業
等
の
事
前
登
録
を
呼
び
か
け
る
ほ
か
、
市
内
７
カ
所
に

設
置
し
て
い
る
児
童
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
預
か
り
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

え
べ
つ
黎れ
い

明め
い

の
会

猪
股　

美
香　

議
員

　

こ
の
ほ
か
、
江
別
市
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
指
導
要
録
上
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

▼

臨
時
休
校
に
伴
う
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
実
施

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
臨
時
休
校

時
に
児
童
生
徒
の
学
習
機
会
の
確
保
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

市
教
委
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
み

な
ら
ず
、
今
後
の
自
然
災
害
発
生
等
に
よ
る
臨
時
休
校
な
ど

の
緊
急
時
に
備
え
て
、
子
供
た
ち
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
、

早
急
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
考
え
で
あ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

導
入
に
当
た
っ
て
は
、
学
校
の
設
備
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、

各
家
庭
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
な
ど
に
課
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
、
他
市
の
先
進
事
例

を
参
考
に
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

質
問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
弁　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
、
「
学
校
に
お
け
る

高
速
大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
全
学
年
の
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
端
末

を
持
ち
、
十
分
に
活
用
で
き
る
環
境
の
実
現
を
目
指
す
」
も

の
で
、
現
在
市
教
委
で
は
、
国
が
令
和
元
年
度
補
正
予
算
で

措
置
し
た
補
助
金
を
活
用
し
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
を
全
て
の

公
立
小
・
中
学
校
で
進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
に
完
了
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
の
令
和
２
年
度
第
１
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、

児
童
生
徒
一
人
一
台
の
端
末
の
整
備
に
向
け
て
、
必
要
な
財

源
が
措
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
早
期
実
現
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

公
明
党

齊
藤　

佐
知
子　

議
員

　

こ
の
ほ
か
、
外
国
人
児
童
生
徒
の
就
学
、
公
営
住
宅
に
お
け
る
連
帯
保
証

人
制
度
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問

芳
賀 

理
己

佐
藤 

美
佐
子

齊
藤 

佐
知
子

猪
股 

美
香

稲
守 

耕
司

佐
々
木 
聖
子

奥
野 
妙
子

徳
田 
哲

諏
訪
部 
容
子

岡 
英
彦

島
田 
泰
美

内
山 
祥
弘

干
場 

芳
子
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▼

お
悔
や
み
窓
口
の
設
置

質
問　

死
亡
に
関
す
る
行
政
手
続
の
簡
素
化
と
遺
族
の
負
担

軽
減
の
た
め
、
お
悔
や
み
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
が
必

要
で
は
。

答
弁　

市
で
は
、
死
亡
届
受
理
の
際
に
必
要
な
手
続
を
掲
載

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
渡
し
す
る
ほ
か
、
一
部
の
課
に
お

い
て
は
関
連
す
る
手
続
を
連
携
し
て
ご
案
内
す
る
な
ど
、
ご

遺
族
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
お
悔
や
み
窓
口
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
手
続
時
間
の
短
縮
に
有
効
だ
が
、
幅
広

い
知
識
を
持
つ
専
任
職
員
の
配
置
や
人
材
育
成
に
加
え
、
個

人
情
報
保
護
に
配
慮
し
た
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
の
課
題
が

あ
る
た
め
、
今
後
、
他
の
自
治
体
の
先
進
事
例
に
つ
い
て
情

報
収
集
す
る
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
な
の
か
研
究

し
て
い
き
た
い
。

▼

定
期
予
防
接
種
の
期
限
延
長

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
、
予

防
接
種
を
敬
遠
し
た
方
が
多
い
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

定
期
予
防
接
種
の
期
限
を
延
長
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

国
の
通
知
で
は
、
定
め
ら
れ
た
時
期
に
接
種
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
相
当
な
理
由
が
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
は
、
定
期
接
種
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
市
は
、
こ
の
通
知
に
基
づ
き
、
感

染
症
の
影
響
で
期
間
内
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
方
を
定
期
接

種
と
し
て
取
り
扱
う
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
期
間
な
ど
に

つ
い
て
、
対
象
者
の
事
情
等
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
実
施

機
関
で
あ
る
医
師
会
等
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
対

象
者
に
極
力
個
別
通
知
を
行
う
ほ
か
、
対
象
者
を
把
握
で
き

な
い
場
合
は
、
市
の
広
報
や
自
治
会
回
覧
な
ど
で
周
知
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

公
明
党

奥
野　

妙
子　

議
員

▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
支
援
体
制

質
問　

介
護
施
設
等
で
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
に
、
人
員

不
足
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
が
、
市
に
対
し
て
人
材
支
援
の
要
請
が
あ
っ
た
場

合
は
、
支
援
対
応
が
可
能
な
の
か
。

答
弁　

全
国
的
に
集
団
感
染
が
発
生
し
た
介
護
施
設
等
で
は
、

感
染
者
と
の
濃
厚
接
触
の
た
め
、
自
宅
待
機
と
な
っ
て
い
る

方
が
多
く
、
人
材
不
足
や
残
さ
れ
た
職
員
が
疲
弊
す
る
例
が

報
告
さ
れ
て
お
り
、
人
材
支
援
は
大
き
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。

　

今
年
５
月
に
、
市
内
介
護
施
設
等
の
集
団
感
染
へ
の
備
え

と
し
て
、
市
と
介
護
事
業
者
と
の
連
携
や
介
護
事
業
者
間
に

お
け
る
情
報
共
有
な
ど
に
よ
る
、
感
染
発
生
時
の
防
護
体
制

の
強
化
を
目
的
と
し
た
江
別
市
介
護
保
険
施
設
感
染
症
対
応

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
足
し
て
お
り
、
他
事
業
者
へ
の
人
材
支

援
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
な
が
ら
、
検

討
を
開
始
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
道
に
お
い
て
も
、
施
設
事
業
者
間
で
介
護
職
員
を

派
遣
し
合
う
「
助
け
合
い
」
制
度
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

詳
細
は
ま
だ
決
ま
っ
て
は
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
人
材
の

派
遣
が
可
能
な
事
業
者
に
は
、
事
前
に
登
録
し
て
も
ら
い
、

施
設
で
集
団
感
染
が
確
認
さ
れ
た
際
に
は
、
道
が
派
遣
の
調

整
を
行
う
と
い
う
運
用
を
考
え
て
お
り
、
今
後
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　

市
に
人
材
派
遣
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て
情
報

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

民
主
・
市
民
の
会

佐
々
木　

聖
子　

議
員

▼

感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
所
の
開
設

質
問　

感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
体
制
の
検
討
に
つ
い

て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
災
害
時
の
避
難
体
制
に

つ
い
て
は
、
避
難
所
の
運
営
に
感
染
症
を
踏
ま
え
た
対
策
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
市
で
は
、
国
や
道
、
他
市
町
村
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
参
考
に
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
市
が
原
案
を
策
定
し

た
後
、
運
営
主
体
と
な
る
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
に
相
談

す
る
と
と
も
に
、
防
災
会
議
へ
の
報
告
を
経
て
、
８
月
中
を

目
途
に
策
定
し
た
い
。

▼

自
立
相
談
支
援
機
関
の
体
制
強
化

質
問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
自
立
相
談
支
援
機
関

の
体
制
強
化
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

答
弁　

市
は
、
自
立
相
談
支
援
機
関
と
し
て
江
別
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
を
委
託
し
て
お

り
、
３
名
の
職
員
で
対
応
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
見
通
し
が
不
透

明
な
状
況
の
中
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
第
２
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
言
わ
れ
る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
相

談
体
制
に
お
い
て
は
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ
て
継
続
的
に
か

か
わ
っ
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
伴
走
型
の
支
援
体
制
の
充
実
な

ど
、
支
援
す
る
側
の
体
制
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

自
立
相
談
支
援
機
関
の
体
制
強
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

相
談
件
数
の
推
移
な
ど
を
見
な
が
ら
、
同
協
議
会
と
協
議
・

検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
明
党

徳
田　
　

哲　

議
員
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▼

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
弁　

市
で
は
、
国
の
通
知
や
道
の
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
な

ど
を
参
考
に
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
の
検
討
を
進

め
て
お
り
、
感
染
症
対
策
と
し
て
、
十
分
な
換
気
や
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
、
避
難
者
及
び
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
状
態
の
確

認
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
、
体
温
計
の
持
参
、
専
用
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
な
ど
を
追
加
す
る
予
定
で
あ
る
。
市
が
改
訂
の
原
案

を
策
定
し
て
運
営
主
体
と
な
る
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
に

相
談
し
、
防
災
会
議
へ
の
報
告
を
経
て
、
８
月
中
を
目
途
に

策
定
し
た
い
。

▼

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
基
準

質
問　

北
海
道
で
第
３
波
の
感
染
拡
大
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
、
市
独
自
の
対
策
も
含
め
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除

の
基
準
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁　

国
が
再
度
、
北
海
道
を
緊
急
事
態
措
置
実
施
区
域
に

指
定
し
た
後
、
宣
言
を
解
除
す
る
場
合
に
は
、
今
回
の
解
除

時
に
と
ら
れ
た
飲
食
店
等
の
休
業
要
請
緩
和
の
判
断
な
ど
は

道
が
行
う
た
め
、
市
と
し
て
独
自
の
基
準
を
設
定
す
る
こ
と

は
難
し
い
も
の
と
考
え
る
。
市
は
、
道
の
休
業
要
請
緩
和
の

判
断
な
ど
を
受
け
、
国
や
道
が
示
す
基
準
を
も
と
に
、
感
染

予
防
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
市
立
小
・
中
学
校
や
公
共
施
設

の
再
開
時
期
な
ど
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
に
は
、

生
活
圏
を
同
じ
く
す
る
札
幌
市
の
感
染
者
発
生
状
況
や
対
応

な
ど
を
踏
ま
え
、
市
が
設
置
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
会
議
に
お
い
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

自
民
ク
ラ
ブ

島
田　

泰
美　

議
員

▼

市
長
の
情
報
発
信
の
課
題

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
の
情
報
発

信
に
お
い
て
、
何
が
課
題
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

今
回
の
感
染
症
対
策
に
お
い
て
は
、
国
や
道
、
市
町

村
の
役
割
が
定
め
ら
れ
、
感
染
者
の
状
態
や
感
染
経
路
に
関

す
る
情
報
の
ほ
と
ん
ど
は
道
が
所
管
す
る
た
め
、
市
は
、
全

体
を
把
握
し
た
上
で
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
観
点
で
情
報
の
提
供
や
周
知
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
道
に
対
し
て
可
能
な
限
り
の
情
報
開
示
を
求
め

る
ほ
か
、
国
や
道
に
、
改
善
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

行
政
か
ら
の
一
方
的
な
情
報
発
信
で
は
な
く
、
双
方
向
の
情

報
発
信
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

や
動
画
を
使
っ
て
の
配
信
な
ど
、
情
報
発
信
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

▼

野
幌
駅
前
広
場
の
利
用
促
進

質
問　

野
幌
駅
前
広
場
の
利
用
促
進
の
た
め
、
市
民
や
事
業

者
に
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

駅
前
広
場
な
ど
の
利
用
方
法
等
に
関
す
る
情
報
提
供

に
つ
い
て
は
、
施
設
ご
と
に
利
用
許
可
等
の
前
提
条
件
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
利
活
用
を
考
え
て
い
る
方
々
が

必
要
と
し
て
い
る
情
報
の
把
握
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
駅
周
辺
施
設
の
利
用
許
可
を
行
う
機
関
は
、
複
数

に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
に
関
す
る
相
談
に

つ
い
て
は
、
当
面
は
経
済
部
を
窓
口
と
し
て
受
け
付
け
る
こ

と
を
想
定
し
て
お
り
、
今
後
の
相
談
窓
口
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

え
べ
つ
黎れ
い

明め
い

の
会

岡　
　

英
彦　

議
員

　

こ
の
ほ
か
、
英
語
教
育
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

▼

今
後
の
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
計
画

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
想
定
し
て
、

ど
の
よ
う
な
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
計
画
な
の
か
。
ま

た
、
積
極
的
に
情
報
提
供
を
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

本
年
６
月
に
国
が
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

避
難
所
運
営
訓
練
に
つ
い
て
、
避
難
者
の
体
温
や
体
調
の
確

認
の
ほ
か
、
換
気
や
消
毒
の
回
数
を
ふ
や
す
な
ど
の
感
染
防

止
に
配
慮
の
上
、
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

る
。
市
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
道
の
訓
練
な
ど
を
参
考

に
、
避
難
所
運
営
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
訓
練
の
内
容
や
時
期
に
つ
い

て
自
治
会
に
相
談
し
て
い
き
た
い
。
６
月
に
は
、
自
治
会
等

に
感
染
症
を
踏
ま
え
た
災
害
時
の
避
難
に
か
か
わ
る
情
報
提

供
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
を
進
め
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
等
に
情
報
を
知
ら

せ
て
い
き
た
い
。

▼

今
後
の
Ｄ
Ｖ
及
び
児
童
虐
待
防
止
対
策

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
や

児
童
虐
待
の
防
止
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
弁　

市
で
は
、
国
が
令
和
４
年
度
ま
で
に
全
市
町
村
へ
の

設
置
を
目
標
と
し
て
い
る
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の

年
内
の
開
設
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、
専
門
職
の
配

置
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
及
び
児
童
虐
待
の
防

止
や
発
生
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
の
た
め
の
体
制
強
化
が

図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
体
制
の
も
と
、
相
談
で
き
な
い
方
や
社
会
と
か
か
わ

り
が
少
な
い
方
へ
も
一
層
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
努
め
、
Ｄ
Ｖ
及

び
児
童
虐
待
の
防
止
に
取
り
組
み
た
い
。

民
主
・
市
民
の
会

諏
訪
部　

容
子　

議
員

一
般
質
問

芳
賀 

理
己

佐
藤 

美
佐
子

齊
藤 

佐
知
子

猪
股 

美
香

稲
守 

耕
司

佐
々
木 
聖
子

奥
野 
妙
子

徳
田 
哲

諏
訪
部 
容
子

岡 
英
彦

島
田 
泰
美

内
山 
祥
弘

干
場 

芳
子
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▼

不
登
校
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
へ
の
配
慮

質
問　

適
応
指
導
教
室
に
通
級
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
懇
談

会
を
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
保
護
者
全
て
に
拡
充
す
る
考
え

は
。

答
弁　

昨
年
度
、
市
教
委
で
は
、
子
供
の
不
登
校
に
悩
む
保

護
者
を
支
援
す
る
た
め
、
適
応
指
導
教
室
に
通
級
す
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
懇
談
会
を
初
め
て
開
催
し
、
抱
え
て
い
る
不

安
の
共
有
や
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
保

護
者
懇
談
会
の
対
象
を
通
級
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
も
広
げ
る
こ
と
と
し
、
６
月
末
開
催
に

向
け
て
案
内
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
全
て
の
不
登
校
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
、
周
知
で
き
る
よ
う
拡
充
し
て
い
き
た

い
。

▼

緊
急
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
利
用
料

質
問　

緊
急
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
利
用
料
に
つ

い
て
、
近
隣
自
治
体
と
同
様
に
補
助
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ

き
で
は
。

答
弁　

同
事
業
は
、
病
児
・
病
後
児
を
中
心
と
し
た
緊
急
性

の
高
い
子
供
の
預
か
り
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
平
成
21
年

４
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
利
用
料
は
、
お
お
む
ね
他
市
と

同
程
度
の
設
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
補
助
制
度
は
設
け
て
い

な
い
。

　

市
で
は
、
民
間
医
療
機
関
へ
の
補
助
に
よ
り
、
病
児
・
病

後
児
保
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
他
市
に
比
べ
同
事
業

の
利
用
が
少
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

相
談
が
あ
っ
た
も
の
の
、
利
用
に
至
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
、
利
用
料
の
影
響
の
有
無
な
ど
を
含
め
、
実
態
の
把

握
に
努
め
た
い
。

民
主
・
市
民
の
会

干
場　

芳
子　

議
員

　

こ
の
ほ
か
、
種
苗
法
の
一
部
改
正
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
等
の
使

用
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

▼

市
内
公
立
小
・
中
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

質
問　

一
斉
臨
時
休
校
の
期
間
中
に
、
市
教
委
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
、
ま
た
、
各
学
校
現

場
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
の
か
。

答
弁　

市
教
委
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
等
の
導
入
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
各
家
庭
の

実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
方
法
な
ど
の
研
究
や
研
修
が
行

わ
れ
た
と
報
告
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

今
後
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
等
の
導
入
に
向
け
て
有
効
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
道
立
教
育
研
究
所
等
の
関
係
機
関
と
連
携
す
る
と

と
も
に
、
各
学
校
と
協
力
し
な
が
ら
、
教
員
の
研
究
・
研
修

機
会
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
国
の
第
２

次
補
正
予
算
へ
の
対
応

質
問　

国
の
第
２
次
補
正
予
算
の
中
の
「
学
校
再
開
に
伴
う

感
染
症
対
策
・
学
習
保
障
等
に
係
る
支
援
経
費
」
事
業
の
活

用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

国
の
令
和
２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、
学

校
再
開
に
伴
う
感
染
症
対
策
や
学
習
保
障
等
に
係
る
支
援
経

費
が
措
置
さ
れ
た
が
、
現
時
点
で
は
補
助
要
綱
等
の
詳
細
な

内
容
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
市
教
委
で
は
、
国
の
動
向
等
の

情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
校
長
会
と
の
協
議
に
よ
っ

て
、
感
染
防
止
の
た
め
の
換
気
対
策
な
ど
、
学
校
の
要
望
を

早
急
に
取
り
ま
と
め
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

民
主
・
市
民
の
会

内
山　

祥
弘　

議
員

議会費の減額を市に申し入れ

　このたびの新型コロナウイルス感染症でお亡くなりになられた方々やご遺族の皆様に心よりお悔やみ申し

上げますとともに、罹患された皆様に心からお見舞い申し上げます。

　江別市議会では、本市における新型コロナウイルス感染症に係る経済対策や医療体制の充実等の財源確保

のため、一般会計歳出予算のうち議会費、２９９万６，０００円を減額補正することについて、６月８日に、議

長から市長に申し入れました。

　この金額は、本年度に予定していた議会運営委員会及び議会広報広聴委員会の先進地調査を中止とし、さら

に、議長及び副議長が出席する予定の会議が新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から書面開催に変

更となったため、支出しないことが決定した旅費等の合計額となります。

　今後、市において減額補正を行った上で、新型コロナウイルス感染症対策に係る予算として活用される予定

です。
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活動状況をお知らせします
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▶ 生活福祉常任委員会

　「江別市立病院の役割とあり方を検討する

委員会」の第２次答申について、市立病院事

務局から報告を受けました。経営形態のあり

方については、「地方独立行政法人への移行

を指向しつつ、集中改革期間（令和２～４年度）

においては、地方公営企業法の全部適用に向

けた取り組みを進めるべき」とされています。

今後は、第１次答申も踏まえた具体的な経営

再建策について、市民の皆様に広く情報を公

開し、理解と協力のもと進められるよう求め、

当委員会では調査等を実施してまいります。

▶ 経済建設常任委員会

　６月１日に開催された委員会では、水道部

から、停電対策として、北海道電力のブラッ

クアウト対策と当市の２回線受電方式の評価、

上水道の２系統水源を活用した対策などのほ

か、国や道と協議しながら対策を検討する旨

の報告を受けました。また、経済部からは、

新型コロナウイルス感染症に関し、「経済対

策相談窓口」を設置したことなどの報告、建

設部からは、江別の顔づくり事業に関し、８

丁目通（道道部分）の整備が令和３年度までか

かることになったとの報告を受け、それぞれ

質疑を行いました。

▶ 議会広報広聴委員会

　今年は世界規模でのコロナ禍の中、市民の

皆様も心安らぐひとときもなく、その拡大防

止のために努力を続けています。現在、江別

市におきましても、市がかかわるイベントな

どのほとんどを自粛しています。

　市民の皆様と議員との双方向で交流する貴

重な機会である、市民と議会の集いの開催に

ついて、当委員会で準備を進めているところ

ですが、今後の影響ははかり知れず、開催に

つきましては今しばらくお時間をいただきま

すようにお願い申し上げます。

▶ 議会運営委員会

　当委員会では、４月₃₀日に開催された第２

回議会ＩＣＴ化検討ワーキンググループで、

タブレット端末及び会議システムの選定につ

いて協議を行ったこと、さらに、正副議長、

議会運営委員会委員長、ワーキンググループ

座長から市長に対して、議会ＩＣＴ化の検討

を再開した旨の申し入れを行ったことについ

て報告がありました。また、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止の観点から、先進都市議

会運営調査を中止としたため、調査項目につ

いて今後どのように取り扱っていくかを検討

しています。

▶ 総務文教常任委員会

　当委員会では、新型コロナウイルス感染症

に係る対応について、教育部より長期間の学

校臨時休校と再開に関しての報告を受けまし

た。再開に当たり児童生徒の不安解消、保護

者への説明、安全・安心な学校生活を送れる

よう対策を講ずるための議論がなされました。

また、除雪用大型ホイールローダ、災害支援

車、救急車などの財産の取得、新栄団地公営

住宅建替Ｅ棟建築工事請負契約が定例会予定

案件として説明されました。さらに、今年度

実施される国勢調査についての報告を受けま

した。

特
集
ペ
ー
ジ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
及
び
第
１
回
、
第
２
回
臨
時
会
の
概
要

議
員
が
市
政
を
た
だ
す 

一

般

質

問

委

員

会

の

ペ

ー

ジ
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▶江別市議会広報広聴委員会　 ◎委員長 内山 祥弘　○副委員長 徳田 哲

●委員 石田 武史、稲守 耕司、猪股 美香、奥野 妙子、清水 直幸、高橋 典子、芳賀 理己
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